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〈片淵・長崎・桜馬場中学校区〉



◆対話の進めかた

地区に住んでいるからこそ
知っている課題や実態
などの意見

地区別計画の策定

長崎市
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●施設の現状や見直しの必要性
について

●施設配置の市の基本的な考え方
について

●第1回対話を踏まえて市が検討
した結果に対する意見交換

●対話のまとめ

第１回
11月17日（日）

第２回
12月15日（日）



本日の流れ
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◆ 前回のふりかえりと、片淵・長崎・桜馬場中学校区
の施設の配置の考え方、いただいたご意見等に対
するお答え（30分）

◆ グループワーク（35分）

◆ グループワークの発表と第２回まとめ（35分）



前回の
ふりかえり
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「今、できること」
に取り組むことが大切

「暮らしやすいまち」であり続ける
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かわら版
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片淵・長崎・桜馬場中学校区の
公共施設の
配置の考え方

前回いただいた
ご意見・ご提案への

回答
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施設の分類

都市基盤施設 ・・・ 市営住宅、市営駐車場

公用施設 ・・・ 市庁舎、消防署など

公園施設 ・・・ 総合公園、地区公園など

市民利用型施設 ・・・
中央公民館、スポーツ施設
など

学校施設 ・・・ 小学校、中学校



市民利用型施設

（市民の皆さんが普段の生活の
中で利用する施設）
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市民活動等施設

市民活動センター

ランタナ

男女共同参画推進センター

アマランス
築96年／6,375人 築46年／64,767人

地域に限らず、市内の
広い範囲から様々な市
民活動等に利用

市内中心部の交通
アクセスなどの利便
性が高い立地に配
置する



【前回出された主なご意見】

市民活動等施設に関するご意見

・市民活動センターランタナは、コストが多くかかっているように
見受けられるため、例えば市立図書館に機能を複合化出
来ないものか。
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・市内中心部にある他の施設との複合化について、今後、検
討していく考えです。

市からの回答

・市立図書館への複合化については、現在、生涯学習施設
や地域コミュニティ施設としての機能を備えているため、市民
活動拠点としての機能を複合化できるだけの十分なスペー
スの確保は出来ないものと考えています。
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コミュニティ活動施設

中学校区

●集会室
●会議室
●和室
●調理室
●事務室兼図書室

概ね500㎡

小学校区

●集会室
●和室
●給湯室
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中央公民館

利用者数

75,989人／年間

築年数

築46年

・地域のみなさんが
様々な地域活動に利用
・市内の広い範囲からの
利用

現在の施設を引き続き
適正に管理
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桜馬場地区ふれあいセンター

利用者数

33,209人／年間

築年数

築17年

桜馬場地区ふれあいセンター

地域のみなさんが
様々な地域活動に利用

現在の施設を引き続き
適正に管理
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上長崎地区ふれあいセンター

利用者数

43,709人／年間

築年数

築6年

上長崎地区ふれあいセンター

地域のみなさんが
様々な地域活動に利用

現在の施設を引き続き
適正に管理
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老人憩の家 さくら荘

利用者数

8,798人／年間

築年数

築45年

老人憩の家 さくら荘

60歳以上の方を対象と
した施設

・多世代が利用できる
地域のコミュニティ活動
施設へ機能を集約
・入浴機能は代替策を
検討



【前回出された主なご意見】

コミュニティ施設に関するご意見

・西坂小学校区（長崎中学校区）にふれあいセンターが無
いため、施設を造ることと合わせてコミュニティバス等、行きや
すくなるように交通手段も検討すべき。

17

市からの回答

・ふれあいセンターは、中学校区で公立公民館が無い地区
に整備しており、この地区には中央公民館がありますので、
現段階では施設整備の予定はありません。
・しかしながら、坂や階段が多い地区であることは認識してお
り、今後、行きやすさを考慮したいと考えています。
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市民体育館

築年数

利用者数

169,486人／年間

築46年

市内全域を対象とした、
大規模大会利用施設が
必要

現在の施設を引き続き
適正に管理
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諏訪体育館

築年数

利用者数

49,105人／年間

築54年（改築後22年）

市内大会及び競技練習
のための競技環境を備
えた市営武道場が必要

現在の施設を引き続き
適正に管理



【前回出された主なご意見】

スポーツ施設に関するご意見①

・市民文化ホール使用時(コンサート、音楽会、講演会等)には、バス
ケットボール等での体育館利用ができないため、松山に独立した体育
館を建設してほしい。
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市からの回答

・市民会館は構造上、体育館の音が文化ホールに響く状況で
あり、文化ホール利用者が音抑えのために体育館を予約する
ことが多く、利用制限がかかる場合があり、使い勝手が悪い点
があると認識しています。
・現時点で新たな体育館を建設することは困難ですが、市民
会館の建替え時には、文化施設との複合施設ではなく、諏訪
体育館の機能を集約する形での整備を検討したいと考えてい
ます。



【前回出された主なご意見】

スポーツ施設に関するご意見②

・スポーツ施設数はあるが、補修をしていないため、老朽化し
ており、使えない状態が多い。
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市からの回答

・改修が必要な施設については、不具合の程度や改修の優
先度等を考慮したうえで、今後、中長期的な計画を立て
て、改修を行っていくこととしています。
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認定こども園長崎幼稚園

築年数／定員（月）／平均利用者数（月）

築年数

定員数 120人／月

築52年

平均
利用者数 101人／月

・行政による「公的幼児教育
や保育の確保」という役割
・教育・保育への行政による
一定の関与の確保

現在の施設を引き続き
適正に管理
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保育所

中央保育所
築47年／定員140人／平均利用者数117人

伊良林保育所
築34年／定員120人／平均利用者数98人

築年数／定員（月）／平均利用者数（月）

「保育サービス」及び「幼
児教育サービス」は人口
減少・社会情勢の変化に
あっても必要

既設の市立保育所は、
民間法人に移譲し、民設
民営とする方針
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夜間急患センター（区分所有）

築年数

利用者数

13,562人／年間

築17年

休日・夜間において、軽症
の患者を対象に初期救急
を担う施設であり、機能を
維持する必要がある

現在の施設を引き続き
適正に管理
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市立図書館

築年数

利用者数

921,767人／年間

築11年

市民に対し、適切な情
報発信、積極的な行政
サービスを提供

現在の施設を引き続き
適正に管理
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市設中央小売市場（借上）

供用開始後経過年数

20年

民間の流通機能の発
達により公設市場の必
要性は低くなっている
状況

市設置の小売市場は
将来的に廃止する
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博物館等

長崎歴史文化博物館
築13年／617,687人

サントドミンゴ教会跡
資料館 築15年／5,799人

シーボルト記念館
築29年／11,026人

地域独自の文化、歴史
を適切な場所から発信
していく必要がある

現在の場所で施設を
引き続き適正に管理
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市民生活プラザホール（借上）

・芸術文化を中心に、さまざまな
利用形態に対応できる規模・
機能を備える

現在の機能を引き続き
維持

供用開始後経過年数

20年

利用者数

48,575人／年間
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市民会館文化ホール

現在の施設を引き続き
適正に管理

築年数

利用者数

179,694人／年間

築45年

・芸術文化を中心に、さまざまな
利用形態に対応できる規模・
機能を備える
・想定される利用ニーズへの対
応能力を充足させる必要がある
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文化財

出島 築141年／520,701人 心田庵 築61年／9,421人

国指定史跡：出島
市指定史跡：心田庵

現在の場所で施設を
引き続き適正に管理
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亀山社中記念館（借上）

利用者数

66,530人／年間

現在の施設を引き続き
適正に維持・管理

坂本龍馬ゆかりの
「亀山社中」跡の記念館
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放課後児童クラブ

ゆうかり児童クラブ

（伊良林小）
築3ヶ月／75人 築42年／45人

西坂クラブ

（西坂小）

ＳＡＫＵＲＡ・ＬＡ・ＨＯＵＳＥ
（上長崎小）

築7年／29人

築年数／月平均登録児童数

適正に配置
子どもたちの放課後等
における安全・安心な
居場所を確保
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上長崎地区子育て支援センター「もりのクレヨン」

築年数

利用者数

9,836人／年間

築6年

・子育てに関する相談
・保護者同士の交流
・片淵・長崎・桜馬場地区の
子育て支援センターとして
配置

現在の施設を引き
続き適正に管理



都市基盤施設

（都市のさまざまな活動を
支える基盤となる施設）
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市営駐車場

・現在の建物を引き続き適正に管理

桜町駐車場

築23年／191,617人

市民会館地下駐車場

築45年／95,932人
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市営二輪車等駐車場
年間利用者数

矢の平1丁目二輪車等駐車場
利用者3,919人/年間

築町二輪車等駐車場
利用者35,400人/年間

西山2丁目二輪車等駐車場
利用者6,627／年間

古川町二輪車等駐車場

利用者13,827人/年間
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市営二輪車等駐車場

万才町二輪車等駐車場
利用者21,358人/年間

元船町二輪車等駐車場
利用者9,287人/年間

尾上町二輪車等駐車場

利用者9,867人/年間

恵美須町二輪車等駐車場
利用者9,279人/年間

年間利用者数
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市営二輪車等駐車場

元船町第2

二輪車等駐車場
利用者5,373人/年間

興善町

二輪車等駐車場
利用者6,901人/年間

新大工町

二輪車等駐車場
利用者6,893人/年間

年間利用者数

・サービスを提供する民
間事業者が少ない
・今後の保有台数を考慮
しても、市内中心部に
おいて不足することが
想定される

・現在の施設をこれから
も活用していただく
・また、必要台数の確保に
向けて、官民連携して整
備していく
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本河内住宅

築年数

入居戸数

59戸

築5ヶ月

・現在の建物を引き続き適正に管理



公用施設

（行政事務執行のための施設）
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消防署

中央消防署
築12年

中央消防署蛍茶屋出張所
築36年

築年数

道路状況や隣接する消防施設の位置
などを考慮して配置
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本庁舎・別館等 築年数

金屋町別館
築37年

桜町第2別館
築45年

明治安田生命

長崎興善町ビル内（借上）

交通会館別館内（区分所有）
築56年

商工会館別館内（区分所有）

築38年

新市庁舎
・市民の利便性向上
・業務効率性の向上

【議会棟】
議場、議会事務局

本庁舎・中央総合事務所
築60年

市民会館内
築46年
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本庁舎・別館等

メルカつきまち
【消費者センター（借上）】

・現在の場所で機能を引き続き維持

職員会館
築33年



学校施設
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小 学 校

築年数／児童数

改築中／515人

伊良林小学校
築19年／410人

諏訪小学校

桜町小学校
築15年／447人

西坂小学校
築65年／103人

上長崎小学校
築52年／336人
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中 学 校

築年数／生徒数

築66年／444人

桜馬場中学校 長崎中学校
築49年／192人

片淵中学校
築16年／116人



学校施設に関連するご意見

①市民対話で学校を除外した理由が分からない。
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②保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、ふれあ
いセンターの複合化が出来ないものか。

③小中学校を併設することで、プール・体育館・特別教室の
共用が可能となり、コスト削減が望めると思うが、併設する
ことは可能か？

前回出された主なご意見



学校施設に関連するご意見（回答）
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市からの回答

①学校施設は、児童生徒によりよい環境を提供することが最
優先であり、複式学級の解消や部活動の充実など様々な観
点から統廃合を検討することが必要と考えており、教育委員
会の方で、地域の皆さんと協議を進めさせていただきます。

②、③さまざまな課題がありますが、柔軟なアイデアをいただき
ましたので、関係機関との連携を強めるなどして、検討してい
きたいと思います。



公園施設
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総合公園・地区公園

金比羅公園 立山公園

経過年数経過年数 46年17年
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近隣公園

経過年数 13年

中島川公園

経過年数 41年

魚の町公園

経過年数 13年

風頭公園

経過年数 37年

片淵近隣公園

経過年数 17年

奥山運動公園



【前回出された主なご意見】

公園施設に関するご意見

・公園施設は制約（ボール投げ、自転車乗り禁止など）が
多いため、制約の少ない公園を作っていただきたい。
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・地元住民の皆さんのご理解をいただきながら、遊べる公園
にしていきたいと考えています。

市からの回答



【前回出された主なご意見】

避難所に関するご意見①

・長崎市には防災拠点がない。防災拠点づくりをしてみては
どうか。
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・現在も中央消防署内に災害対策本部を設置しています
が、建設を進めている新市庁舎には、災害対策本部など
災害対応の司令塔となる機能を設けることとしています。
・加えて、市民等の一時避難受け入れや災害情報発信等
の機能も設けることとしています。

市からの回答



【前回出された主なご意見】

避難所に関するご意見②

・片淵中学校区には避難所が3か所しかないため、住民が
全員避難できないと考えられるため、もっと身近な場所に
避難所が出来るような考えを示してほしい。
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・想定避難者数は、人口全てをカバーする考え方ではなく
、過去の災害での避難率をもとにした考え方により試算を
しています。
・片淵中学校区には、公共施設と民間施設を含め7か所の
指定避難所があります。
・大規模災害時には、出来るだけ身近な場所で長期避難
生活が送れるように拠点避難所の整備を進めています。

市からの回答



【前回出された主なご意見】

避難所に関するご意見③

・避難所が遠くて避難が大変。

55

市からの回答

・市の基準では、概ね1㎞以内（徒歩30分程度）を目安に
、既存の公共施設（場合により民間施設）を避難所に指
定しています。



【前回出された主なご意見】

その他のご意見①

・今後、公共施設を建設する際には、施設の上にマンション
を入れるような官民複合事業を検討したらどうか。
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・今後、公共施設の新設をはじめとした整備事業や施設の
管理・運営委託など、多種多様な事業に対して、優先的に
官民連携手法を検討していきます。

市からの回答



【前回出された主なご意見】

その他のご意見②

・自治会所有の集会所や公民館に図書機能を入れること
が出来ればもっと使いやすくなると思う。
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・長崎市は、大型公民館や地区公民館、ふれあいセンターな
ど市内の56施設にある図書室で本の予約や貸出、返却な
どの手続きができるように図書館ネットワークシステムがありま
すので、そちらをご利用ください。

市からの回答



【前回出された主なご意見】

その他のご意見③

・公共施設の削減やお金の使い道の問題の前に公共施設
を使いやすく分かりやすくするのが先ではないか。
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・市のホームページで各施設の紹介や利用方法などの周知を
図っておりますが、今後についても、市民の皆様が使いやすく
分かりやすい公共施設となるように、様々な周知方法を模
索・検討し、更なる周知に努めていきます。

市からの回答



【前回出された主なご意見】

その他のご意見⑤

・片淵・長崎・桜馬場地区という表現ではどこまでが対象地
区なのか分からないため、中学校区と明記すれば良いと
思う。
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・ご意見のとおりですので、わかりやすく「中学校区」と表現を
変更しました。

市からの回答



【前回出された主なご意見】

その他のご意見⑥

・配布資料に公共施設の支出状況しか記載されていない。
収支状況を記載して公共施設の見直しに活用すべき。
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・収支状況の分かる資料については、今後のかわら版などにお
いて、お知らせします。

市からの回答



施設を造ってきた、
施設を使ってきた、

わたしたちが“今”
見直すことが大切
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地区に住んでいるからこそ
知っている課題や実態
などの意見
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取りまとめ

●これからの流れ●

地区別計画の策定
（お伝えする機会を

作りたいと考えています）

長崎市

●施設の現状や見直しの必要性
について

●施設配置の市の基本的な考え方
について

●第1回対話を踏まえて市が検討
した結果に対する意見交換

●対話のまとめ

第１回
11月17日（日）

第２回
12月15日（日）


